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戦後の社会経済の変ぼうに伴う

農業事情の激変と今後の土壌肥料問題

(その 2)特に自給肥料の転換とその技術的問題

全農・技術顧問

本稿の(1)で日本経済の発展とこれに伴う農業の急激な

変ぼうおよびこの中での肥料事情の激変，特に自給肥料

が，肥料三要素を供給するための生産の意義が，ほとん

ど無くなったことを記した。

1. 堆肥の生産施用の困難性と稲わら等の省力的土

中堆肥化

しかしながら堆肥とか緑肥についても従来のように肥

料を増産することに主体を置くのでなく土壌に有機物を

供給し地力の増進を図り，作物の連作障害を防止する等

のための粗大有機物の施用は極めて重要で、ある。

堆肥についても，野菜・花井等単位面積当りの生産額

の高いものについては，厩肥，稲わら，麦秤等を堆積腐

熟させ堆肥とすることは引きつづき重要である。しかし

稲，麦，大豆等の土地利用型作物で単位面積当りの生産

額の低い作物では，堆肥にして施しでも経済的に引き合

わなL、。昭和18年に帝国農会が全国 3県で堆肥製造の時

の労力調査を行ったところ，わら切，水かけ，積込，切

返し等に要する労力は，堆肥 100 貫 C375kg)~当り1.95 

人であった。

いま水稲10a分の玄米収量が500kgとすると籾にすれ

ば600kgとなる。東北地方等籾わら比が低い所でも風乾

わらは600kgある。これを堆肥にすれば1.2屯になる，

約300貫余になる。すると製造するための労力は6人か

かる。この調査は稲わらや水は近くにあるということで

ある。 1人1日の労貨を5千円とすると10a分の稲わら

で堆肥を造るのに3万円かかる。水田に運んで施すこと

になれば4万円近くになろう。

農水省農産課が昭和57年に調べたところ，水稲10aに

対する堆肥の施用量は僅か54kgで，昭和30年頃の650kg 

の1/10にもならない。これに反し稲わらで施されるもの

は，昭和30年頃はほとんど無かったが57年には堆肥換算

黒川 計

で490kgとなっている。

このように全国的にみれば稲わらのまま施すものが多

くなった。しかし，北海道，東北，北陸およびその他の

地方の高冷地，関東地方でも早期栽培の半湿田等では稲

わらの施用により稲の生育を阻害し，減収の原因となる

ものが少くない。特に宮城以北では現在の技術では米の

減収を完全に除去する方法がない。更に暖地においては

最近水稲と麦の二毛作が行われているが，麦の収穫時に

麦梓を切断してすきこんで，稲を移植すると稲の初期生

育を阻害し玄米が減収するので，麦秤ーを焼却している。

これがまた煙公害となっている。

この寒地における稲わらの合理的施用法と暖地におけ

る稲麦二毛作における稲に対する麦稗の合理的施用法に

ついては，一刻も早く合理的施用法を確立して，生産力

の安定向上を図らなければならない。

2. 寒地における水稲に対する稲わらの土中堆肥化

全農は昭和40年頃から東北における稲わらの合理的施

用法に関する試験を県の農業試験場にお願いして実施
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生育調査・収量調査 青森県農業試験湯53年 a当り〉元肥N，P205，K20共に7kg，追

肥N1.5kg，中耕 2回，中干6月30日か

ら，溝切7月4日

0試験成績

この成績からみると，土壌改良材を施

して中耕，溝切したものは最初の年から

稲わらの害がなかった。

(ii) 昭和53年の試験

品種 ムツホナミ，中古移植(5月20日〉

稲わら昭和52年10月11日600kg散布，

53年4月25日耕起，土壌改良材10a当

り，てんろ石灰200kg

肥料，元肥N10a当り 乾田 12kg

湿田 10kg

追肥N各2kg 

中干 6月27日から溝切7月 1日

立昭和53年の試験はy 圃場条件を乾田と湿田に分け，各

試験系に無処理区，土壌改良材施用区，溝切区，土壌改

良材施用溝切区の4区に区分している。

ところが乾田系の堆肥系では，処理による増収効果は

ない。乾田系稲わら系でも，処理による増収効果はほと

んどない。しかも堆肥の代りに稲わらを施用した区は，

多少減収しているようである。

湿田系では溝切りの効果がある。土壌改良材の効果は

明かでなし、。

青森県のような北東北地方の稲わらの土中堆肥化につ

いては更に考え方を一層深めて試験する必要があろう。

例えば①稲収穫の直後で、稲の茎が生きているうちに気温

も下らないうちに石灰窒素を散布して敷き込み 1日も早

い (3頁につづく〉

生育調査収量調査一青森県農業試験場53年

京数 9 H221:1 tl'i玄米重
去、.1::

，;式 1111 区
(kg/l0a) 

リxMJt
6 jJ 14日 7月5日 ヰド iと や'J( L{ I f'J( 数 O/O 

施H稲わ無ゑ6フ! 

ヰ入 本 c:m ('111 本/材、
(1)!!¥f，処旦J¥ 3:4 15.4 83.4 18.6 16.9 629 100 

(2)rf'j')打諮りj 2.5 17.2 82.0 19.7 21. 5 641 102 

(3)111; りj 3.9 17.8 81. 5 18.8 18.9 621 99 

稲拙周ゑわら

(4)無処 Jli! 3.4 11. 3 78.8 19.3 13.9 570 91 

(5)N)lij\~ I;I) 4目2 16.6 78.4 18.8 18.7 594 94 

(6)構 切 4.7 15.6 76.8 18.6 18.4 592 94 

稲ゴ普施~ 句ヒ1 (7)然処理 3.8 13.6 82.8 19.3 17.0 614 98 

(8)'i'，fJトi，WI;IJ 3.8 12.2 74.2 19.1 14.7 637 101 

(9)111; 切 3.8 13.7 75.7 19.2 15.9 627 100 

出穂 8 月 8 日成熟 :9 月1O~12 日

0，山形県以南では，秋，石灰窒素を添加してすき込む

方法で大体安定した技術となった。しかし，表東北:で

は，宮城県以北，裏東北では秋田県以北では不安定であ

る。

( 1 ) 北東北における水稲に対する稲わらの施用法試
l験

昭和45年頃から始まった自脱コンパイソによる稲の収

穫は急増し，現在の収穫面積は全水稲面積の63%にもな

り，なお増加している。そして刈った稲わらは切断して

水田に散布し，そのまま施すか焼くことになっている。

そこで，次の稲作に障害のでる北東北につき昭和52年か

ら青森県と秋田県‘に頼んでこの試験を行った。この時の

考え方の重点は①秋に稲わらと土壌改良材を混合施用す

る。春に耕起，整地， f~t蚤をして田植を，②少し温度の

上る 5月下旬か6月初旬に中耕する。水

中で、稲わらが還元醗酵している所に，滞

っているガスを抜き酸素を入れて一時的

に酸化醗酵を行わせる。第1図の中耕後

10日く、、らい経て 2回目の中耕を行う。③

中干中土が少し固まった時に2mくらい

の間かくで溝切をする。すると水の惨透

をよくし，耐地力を強め自脱コンパイン

の作業能力も高める。青森県および秋田

県での試験成績は次の通りであった。

(ア〉 青森県農業試験場の試験成績

( i ) 昭和52年の成績

。試験地青森県農業試験場ほ場，

耕種概要品種アキヒカ人ほ場試験

苗ー中苗，稲わら， 4月16日に10a当

り600kg施用，土壌改良材， (10 a)てん

ろ石灰200kg，ょうりん100kg，肥料く10

茎数(本) 9 }j 121'1 
l.H総WI 玄;j，収量

玄JJ(比米収I
l玄 別 将一長側 H1.f.'J( 数 1，1と熟知l

6 )]19日 7.11
CIl1 J CIl1本/株 n H cm/l0a % 

対処理 9.2 20.5 77 .4 19.0 15.8 8. 2 9.16 642 100 

Jji'l :1 扱材 9.7 23.6 81.5 19.2 18.6 3 16 610 95 
乾 JJ巴

ノ校a、m リJ 8.4 21. 4 80.9 19.1 17.3 3 15 622 97 

士境付討lil;JJ 7.5 20.4 77.8 19.1 15.6 2 15 609 95 
III 

!!¥f，処理Jl 9.3 22.4 80.9 19.4 17.2 2 20 613 95 

ー〆~、 j系bつコ
ー|境付 6.4 17.5 79.9 20.5 15.1 2 18 609 95 

i，Yi -I;JJ 8.3 23.4 82.4 19.3 19.0 4 17 614 96 

二1:披材iIIi.l;I) 7.5 20.3 78.6 19.2 15.4 3 17 620 97 

無処理 6.5 19.9 79.0 19.0 15.1 2 15 593 

Jji， 土岐材 5.0 17.0 75.0 18.6 12.3 13 584 98 
i，¥i:1 JI巴
;f， I iIIi ザJ 6.6 17.4 76.9 19.3 13.1 2 15 621 105 I 

:U長j;Ji首切 8.8 22.2 78.7 19.4 16.5 2 15 632 107 
rn 

!!¥(;処理 7.2 19.9 83.2 20.1 17.1 4 18 572 

吊z 有FわらJI11 、i 
士:~材 8.0 19.1 80.3 18.9 15.4 3 18 596 101 

iiYt -I;JJ 5.7 19.4 81.3. 19.7 15.9 2 16 610 103 

二!JIH:JiIIi切 9.1 21. 5 76.0 18.6 15.7 2 16 619 104 
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秋田県七日市農協での寒冷地稲作

特に育苗に対する新技術

七日市農協の地域は秩田県北秩田郡鷹巣町に属し， 読

んで字の如く秋田県北部に位置する山間，鷹巣盆地の東

南部丘りょう地帯に在ります。冬期は 1.5m，...._，2 m余の

積雪に見舞われ，夏は28，...._，300C台のいわゆる寒冷地域で

す。ここで〔七日市地域農業振興総合計画〕を基本にし

て，水稲，畜産，野菜を中心にした地域農業の振興を図

って来ました。しかし，水田利用再編対策の実施，米を

はじめ農畜産物価格の低迷，輸入外圧等，農業をめぐる

環境が著しく変化し， 2年続きの冷災害などにより，計

画達成に至っていないのが現状である。これについて長

岐組合長を先頭に組合職員及び組合員が一丸になって，

計画達成を図るべく努力をしている。今回はこの一端と

して「米作り」運動の一部を招介致します。

1. 七日市管内の農業概況

1) 耕地面積…ー全耕地647ha(昭57年〉…昭50年に比

較して50ha増加…・・うち水田557ha，1戸当り水田面積は

1.5haで，北秋田郡の中では比較的面積の大きい農業地

帯です。

2) 農家戸数…全戸数480，中農家377戸，うち専業121

戸，第一種兼業117戸，第二種兼業248戸で，特に昭 50年

に比較して専業農家は7戸増加しております。第一種兼

業農家が比較的高いことからみても，営農志向は強いと

ころです。

3)庭経営規模その他…1，...._，1.5ha20%， >0.5ha15%， 

0.5，...._，lha18%， 1. 5，...._，2. Oha14%， 2，...._，3ha18%， 3""'_'5ha 

12%の経営規模割合で，2haを境に両極分解がみられ，

(2頁よりつづく〉

分解を期待し，②場合によっては早生種の稲を作り稲の

熟期を早める，③一度すき込んだら堆肥の切返と同様の

意味で年内にもう l回，珪カルやょうりん等を散布して

ロータリ キルンで稲わらと土壌を混和する，④田植に当

つては，側条施肥を行い稲の初期生育を促進する， ⑤更

に水田の地温が上り初め還元醗酵が始った頃に中耕を行

って空気を入れてガス抜きを行う。この作業をもう 1回

行う，⑥中干の時に(土が少し回る時期)2mおき位に

溝切りを行う等の試験を行う必要があろう。

本稿(3)で秋田県でのこの種の試験成績と暖地の稲麦二

毛作栽培地における水稲に対する前作麦稗の合理的施用

に関する試験成績について記することにする。

秋田県七日市農業協同組合
営 農 課長

長 岐 喜 久 雄

2hai以上の農家が30%を占め，北秋田地区では比較的経

営耕地面積の大きい農家が多いところです。農機具所有

状況は耕地面積の関係から，どの機種においても保有台

数が多く， 2戸に1戸は中型機械の一貫体系になってお

ります。

家畜飼育頭羽数は「肉用牛生産施設振興地域事業」に

より，畜産振興を図ってきていますが，年々飼育農家戸

数は減少しております。この点は大きな問題で，今後の

検討課題の一つになっております。

「農家生活の面かおみますと，昭57年度の農業所得は 1

戸平均;117~万円と推計される。(自家生産物自給分は除

外〉当地区の家計費に関する資料がそろっておりません

ので意向調査等を吟味して次のように推察しておりま

す。 57年の家計費は400万円(農林統計昭和55年東北〉と

推計し，農家総所得は貯金，返済金を入れ450万円程度

と推計します。従って農業依存度は25%余と思われます。

以上のような悪条件の中で我 は々日本国の農業を守る

ため，強いては我々の生活を守るため，東北のー偶でね

ばり強く生きており ます。以上のような概況の中から

「米作」りについてご招介致します。

2. 稲作の基本目標…冷災害の克服…

本地域の農業の基幹作物は稲であり，将来とも稲を基

幹と して，地域内農業の振興をはからなければならない

と決めております。近年反収の伸びと消費の減退によ

り，米の過剰基調が続いており，米需給不均衡を是正す

るため生産調整が年々強化されつつありますが，3年続

きの冷災害により緩和措置がとられてきたとは し、し、な

がら，米価は連続据置，品質格差の導入等により実質引

下げとなり ，法家経済に及ぼす影響はきわめて大きいも

のがあります。 このような中で，健全な稲作りを基本に

良質米安定生産と適正な機械利用を中心に，低コスト稲

作の実現をはかり， 稲作所得の向上をはかる 目的で， 次

のような目標を置いております。

《重点目標》・・・忘れた頃に来る冷災害の対策である・.. 

1) たし、きゅう肥の積極的施用による豊かな土づくり

推進。

2) 良質米安定稲作の実現〈種子更新率60%以上， 1 

等米比率80%以上，平均反収600kgの安定確保〉
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3) 基本を忘れない稲作技術の実現。 ③ 播種量「薄播の実施(100g /箱)J，農家はハウス

4) 低コスト稲作の実現。 の面積，中苗量確保〈欠株対策〉のため，ともする

以上の重点目標から，具体的に米の生産目標を基準年 と厚播きにする傾向が強いので，薄播きで充分健苗

〈昭57年)38，556俵，目標年〈昭62年)43，000俵におい が出来る事を体験的に浸透させる必要を痛感してお

ております。ちなみに過去の生産量の推移をみると， 57 り，これは我々の自宅圃場や指導的農家で実証して

年38，568俵， 58年40，073俵， (55年25，938俵，56年26，7773 普及しております。

俵…冷害年…〉で63年目標に 3，OOO~俵余不足しておりま ④ 床土の~pH4.5~5.5のほ守一・立枯病対策

す。再び冷害年に遭遇すると 55，56年の結果に落ちかね ⑤ ハウス育苗の普及…中苗健苗確保

ないので，基本的には冷害対策のための取組みです。 以上の他，種々細かし、点が指摘されるが，図の基本を

3. ¥ [冷害地帯の稲作の基本は苗作りから。 末端農家まで徹底浸透が営農指導課の使命であると考え

昔は苗半{乍が収量を支配するといって来ましたが，今 ており，実行に移しております。

のように田植機では機械に苗を合せなければならない。 2)議健苗育成に対する新技術の導入

そこで我々は苗八作を合言葉にしており，そのためには 田植時の低温対策として 2~3年前より新育苗用肥料

従来の技術を再検討しながら，最新の技術を導入し始め と全ったく新しい育苗箱と田植機を試験的に導入してい

ています。 る。特に58年は，この新肥料と育苗箱を組合せ健苗確保

1)通育苗の基本管理 の新方向を開拓し始めております。

七日市農協の育苗の基本は図のようでありますが，問 ①新育苗用肥料「ロンゲJ(くみあい被覆燐硝安加里〉

題はこの基本を末端農家の人々まで徹底することであり 14-12-140 

ます。 (ともすれば従来の慣習になりがちです)(下図〉 この肥料は硝酸態N系くみあい燐硝安加里を被覆して

この基本管理の中で健苗確保のため，特に次の点を徹 緩効性肥料にしたもので，秋田県農業試験場と鷹巣普及

底することに目標を置いております。 所の成績招介により取上げたものです。使用の要点はロ

①三種子の更新…品種はアキヒカリ，キヨニシキ， ト ングを普通の肥料と同じ様に床土に所定量混入して置床

ヨニシキの 3種にしぼり，それの徹底をはかる。 無施肥と，育苗期間は追肥を実施していません。この肥

②種子の選別…良い種子を播種するために，塩水選 料のねらいは首のN含量を高めると共に，硝酸態Nを苗

を末端農家まで実行を徹底する。(塩水選は案外農 中に吸収させておき，本田移植後の発根力を旺盛にして

ャち家段階で軽ろんじられる傾向にあります〉 田植後の活着を良くしようというねらいです。

苗IIハト胸
の|生

ggj育|心

中!日経|四|過
度| |播種一一一5日 15日 25日 35日 40日

→←|管|濡132"Cが適温なので、 120-250C(こ保つ、暖 1200C以下にするよう|伸びすぎを防ぐよう、|霜のおそれがな、限
田|理1;1夜間岡山とめる。|自民間是認。|日中は外気にあてる。|空間ーも外気lb富山詑こ

出芽 1.5葉

タダ225J
v
y
t
A
 

育 11庄土の準備 11種子消毒のやりかた|
1.床土は、 PH4.5-5.5の植壌土ー壌 湿粉衣法 400倍液48時間法 (湿粉衣のやり方)

回トト

田
土。
2. 5ミリ目イ立の箭通し|箱 5E、10a 
当り35-40箱、 200E準備する。
3.タチガレ病防除のため、タチガレン
粉剤を|箱6-8gを混入する。
4.肥料は l箱当り N1.5-2.0g、P2.0 
一3.0gKI.5g
5 .種籾は10a当り4.5匂準備する。
(塩水選後の籾で4匂必要)

@ビニールのシートを使ってコンクリー
トを練り合せる要領て¥薬と種籾を良
くかきまぜる。
@種籾と薬剤を肥料袋に入れて、上下や
左右に十分ゆすって、良くまぜる。
@底の浅い大きめのタライで良くまぜる。
@種籾を l回に60同一 100匂も消毒する
場合は、モルタル用ミキサーを使うと
能率的です。



(5) 

と施肥上の問題は完全に解決され，更にまったく予期し

なかった特長が出て来ました。

③ 「ロンゲ」とみのる式ポヴトとの組合せ育苗

秋田県農業試験場はこのテーマについて， 57年， 58年

と続けておられ，ポットの中に適量のロング:を入れる

と，苗の根が確実にロングを巻き込んで本田に入り，1直

下施肥」に近い状態で、田植後も肥効の持続が出て来ま

す。またポット中にロングを入れる作業は，ポヅト式の

播種機がそのまま使用出来，播種機で所定量のロングは

確実に入れられる事です。

58年には，これの組合せを行っている農家が出てきま

した。みのるの播種機でロールとブラシを所定の播種量

( 3 r-.J 4粒〉の間隔にしておき，播種と同様にロングを

播種タンクに入れて操作しますと，確実に平均5粒のロ

ングがポットの底に入ります。 (2回通せば，平均10粒入

ります〉後はロングをポヅトの中に入れた状態で，一連

の工程に通せばよいのです(無論，追肥は必要ありませ

ん〉。この組合せは今後に対する大きな夢になりました。

そして何時来るかわからない田植時の冷害対策の，最も

大きな目玉になると思います。

以上は当地の冷害対策としての育苗と，田植初期の対

策の新技術の 1部です。

〈河見補正〉

第三種郵便物認可学科と業

強いてねがうなら活着肥の省略か減量の可能性で

す。数字的な成績は，具体的なものがありませんが，使

用農家はくハが〕でその効果を体験しているようです。

特に育苗中の追肥のための「気苦労」の解消と，田植期

の低温時には慣行肥料使用苗より活着が良いとの評判に

なっております。ロングの使用農家は昭57年に8名が圃

場で使用し，昭58年15名， 59年は30名以上になります。

今後苗に硝酸態Nを吸収させる事により，低温時の活着

を確保する技術を会得し，何時かは来る冷害対策の田植

時の対策の目玉にして行けると期待しております。

② みのる式ポ・yト育苗と田植機

野菜苗はポットの中で育苗しs 根を痛めないで、本圃に

移植します。水稲の場合，今まで全て田植機で、根を切っ

て移植しております。寒冷地ではこの点が問題だと思い

ました。みのる式ポットはポット中で育苗し，まったく

根を痛めずに田植ができます。(このような単純な事が

何故大半の田植機メーカーで考えられなかったか不思議

です。また我々も気付かなかった事を反省しております〉

このみのる式ポット田植機は， 57年頃より管内農家に

入札長岐組合長はそっせんして自家導入されました。

58年には約21ha分のポット箱が入っております。このポ

ット育苗は田植時の活着が非常に良く， 59年には30ha分

位の箱が入ります。然し問題は施肥にあります。すなわ

ちポット聞が隔離されており液肥での追肥が要求されて

きます。ところが次のようにポ y トとロングを組合せる

農昭和59年2月1日

|管理の要点|
1.田植期日から逆算して播種目をきめる。(4月10日-15日ごろ)
2.うすまきの励行。(1箱当り乾籾100g (催芽籾220cc)) 
3 .育苗床を過湿にしない。ハウス内での代かきをやめ、排水溝を十分と
る。

4. 1.5葉期から外気にならし、徹底した低温・節水管理につとめる。
5.換気は、ハウスやトンネルの中と外気温の差の少ない早朝に行う。

6 .追肥は2.5葉期以降葉色を見て l箱当り硫安5gを水に溶して施し、追肥
後必らず真水を濯水する。

7 .田植前l二百いもち病を防除する。

田
植
適
期
の
中
苗

l育苗箱のならべかた|
1.床面はていねいに均してから、十

ラトj韮7)<.する。

2 .低温によるへリ菌防止のため、ハ

ウスの両端を30cm以上はなす。
3.接地不良をおこさないために、育

苗箱の上に足場板をのせ、踏みつ

けながら前へならべる。

保折百代方式では、育百箱の両端

を15cmはなし、さらに濯水後の排
水をよくするため箱の聞を 2cm離
して箱を床面におしつけ並べる。

4 

笠J作床田L璽
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みのるポット

成苗田植機について

はじめに

田植機を使用した移植栽培が実用化されて

から10数年，現在で・は手植を行っている農家

はほとんど見られなくなった。この間昭和50

年までは天候にも恵まれて，稚苗移植栽培で A '噌捌蛾離脱悶

勺精機諮問忍穐叡癒率、む'~:"c
もほとんど問題はなく，密植栽培の効果で増 ¥ご礎数雲蓉怒慾怒誌鑓感議選三省
収tこさえなったが，昭和51年以降は移植時の ¥ぎ穏縫濁総議漁料

_1'-16'%→ δ、吋熔持関議露関
低温による活着不良や，生育遅れからくる出 寸 I rT ノゲ寸京橋蕊議鐙
穂の遅れで豊熟不良等よびかさなる冷害で ¥ I I I 叩¥ざ司掛さ
移植時の首質が見直されてきた。マット苗で ¥ i I 25，0， ""ごさFW
はウス播きによる中苗，成苗移植の方向に進 グ:

んでいるが，中苗あるいは成首といわれるものが，はた

して名称にふさわしい内容を有するものかどうか，疑問

のあるものも数多く見られる。

当社では田植機の開発当初から， rもっと大きい苗を
植えられないか」という農家の芦にこたえるため，昭和

43年格子状苗箱による「中苗田植機」を開発し，更に大

きな苗を移植するために，昭和47年には型枠首箱による

「土付成苗田植機」を開発し，寒冷地はもちろん西南暖

みのる産業株式会社
第四研究室長

小城貞夫

〈写真 1) 

地においても，好評を得ている。

しかし，それとても，手植していた当時の苗に比べる

と，草丈や葉数はほぼ同程度になるが，苗質〈乾物重〉

は決して満足するものではなかった。

当社では昭和53年にポット苗箱で育苗した苗を，田植

機で移植する「ポット成苗田植機」を開発して以来，各

地の農業試験場の御指導下に育苗方法の確立を企図し，

〈写真 2)

シャッター調節ネ日

昭和56年からは北海道で，昭和57年からは東北地方で，

本格的に販売を開始している。

ポット成苗田植機のシステムについて

1. ポット苗箱

底部にY字型の切れ目を有するポットを連設し，適度

な柔軟性を有する樹脂材料で成型された苗箱なので，長

年にわたり繰返して使用が可能である。(写真1)

2. 播種機

ポット苗箱に 1穴当たり 3'"""'4粒ムラなく播種するた

め，大径の播種ロールや回転ブラシ，籾落しパネを装備

しており能率的な高精度の播種ができる〈乾籾で約 50g/

箱)0 (写真2)

3. ポット成苗田植機

首を苗箱に入れたまま田植機の苗載台に供給する と，

苗箱は柔軟性があるのでガイドに沿ってU字型に送られ

て行く。苗箱が押出し位置までくると苗箱の裏から押出

し棒が出て苗を押出し，次にコンベヤベルトの上まで運

び，さらに植付け爪で根鉢を崩さずに植付けて行く。植

付けのときは茎や葉は全く痛めなし、。(写真3)

4. 育苗方法

ポットの中へ湿りを与えた土を入れてマス切りし播種

機で土を押えて1ポット当たり 3'"""'4粒播種して覆土す

る。次に畑または折衷苗代に並べて， 30'"""'45日間育苗す

る。根の 1部がポットの底部のY字切目から苗代地へ伸

長して，肥料を吸収するから，生育停滞もなく順調に生

育する。



昭和59年2月1日 農 業 と 科

〈写真3)

現地実証試験結果〈抜粋〉

昭和53年から各地の農業試験場でテストされた苗質，

初期生育，収量等を御紹介する。

みのるポット苗と中苗マ y ト苗で育苗日数を同じにし

てテストした結果によると，葉数は北海道農業試験場で

ポ y ト苗が4.6葉になっているのに対し，マット中苗は

3.1葉であるから， 1. 5葉も葉数が進んでいる。東北農業

試験場でもポット苗は5.3葉であるが，マット苗は4.2葉

であるから， 1.1葉進んでいる。また地上部の乾物重は

北海道農業試験場でポット苗が 100本当たり 4.94gに

対し，マヅト苗は 2.13gであるから， 2.3倍の重さにな

っている。

他の農業試験場でも東北農業試験場が2倍，長野，福

岡県農業試験場でも 2.2倍の重さになっていることから

草丈には差がなくても，育苗中に生育停滞がなく，充実

した苗がで、きていることになる。

農業試験場の考察…ポヅト苗は，苗枠底部より根が置

2. 葉数の推移 f昭和54年・北海道上川農業試験場から)
品積イジカリ 4月16日指種

5 

業
成苗ポット

_..:?ρ成苗
4 ， ， 

数
3 

(枚)

2 ア
ノ
ン
ノ， ， 
ノ
ノ
ノ

/う'， 
シ
シ
'/ 
". 

~ 

l 

。
16 21 26 31 36 43 
播種後日数

~ 
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床に貫通するので育苗管理が比較的容易

で，草丈は長く葉数および乾物重は重く，

分けつ数は慣行手植苗の成苗と同様に多

い。中苗マヅト苗の葉数の推移は図の通り

播種後26日目以降から生育停滞がみられた

が，ポヅト苗では慣行手植えの成苗と殆ん

ど同じで，播種後26日目以降でも順調な葉

数増加がみられた。このことから，ポット

苗は成苗的な素質を備えている。

ポット苗区は草丈，葉数，風乾重の増加

が早く，特に新根の発生は移植後7日目で

中苗が 3.2本であるのにポヅト苗は28.9本

となっており，活着が早いことを示してい

る。風乾重は移植後 7 日 ~21: 日目まで 2.4

倍になっていることから丈夫な茎であると

1.移植時の苗質

I品川i
fi i官

，~71 {Æ~ 
ft fI!( 二}三I、斗i¥¥

1，'，- ;l tI~放
乾物j部~

-;j i1， J! IJ H 数
(f'(i 
100本/g

Iku'iポ pト )1 日 FI I 12.7cm 4.6 4.94 
~ti'年i丘 I:~ ，i ゅうなみ 5.26 35 

マ円 l、'1'苗 11.3 3.1 2.13 

ポ p 卜砧 18.2 5.3 4.97 
}k 北 I!~ ;式 トヨニシキ 5.24 36 

マソト，t，yo 14.0 4.2 2.47 

ポット t官 26.2 4.4 6.24 
l主型 1・ ~I~;:'~試 アキヒカリ 7， 1 31 

7''/トIj'u'i 27.4 4.0 2.86 

IiI，jllHIU'~試 ;j-;'.，/ 1. '111 一アケボノ 6.27 33 28.5 5.2 5.9 

ポ '/1官{ 19.3 5，1 6，1 
f~\li可 t'r~/1~J式 ニシホ7レ 6.20 36 

マッ 1.Wi 17.6 4.4 2.8 

(注)長野は風ijit重である

いえる。

草丈では大きな差はないが，茎数は移植後1カ月目で

ポット苗が294本に対して，散播苗は100本にしかなって

いなし、から，約3倍の茎数が確保できたことになる。こ

のことは下位分けつが多く，早期に有効茎が確保できた

ことを示している。

東北地方の各農業試験場に調査をお願いした試験結果

によると，出穂はマヅト苗に比べて 3 日 ~7 日は早くな

っている。まずこ収量は青森県農業試験場で81kg，岩手県

農業試験場で、95kg，秋田，宮城両県農業試験場では60kg

成苗ポヴト苗の苗形質

区 日リ 1手丈 :来数 分けつ
乾物量
DWC47， 丈

(cm) (枚) (%) (100本)

p!i;i!'jポット苗 14.2 4.1 0.7 4.67 0.33 

i沼 111Wiマット首 11.1 3.0 。1.80 0.16 
54 型枠首 13.7 3.5 。 2.82 0.21 
年 紙筒 t吉 12.1 3.6 。 3.38 
Iil; 首 11.7 3.9 0.8 3.65 0.31 
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3. 活着性.(青森県農業試験場〉

Jj'i r:l 育'[11)]法
移，j'OC(ll寺

7日目 14 日 I~I 21日目
(5/25 ) 

ポット 12.6clIl 15.0clIl 18.0clIl 26.7 CIIJ 
:草丈

マット中首 12.3 13.'7 14.0 18.8 

ポット 4.67枚 4.85f文 5.55牧 6.26枚
1定数

7 ・yト中苗 3.40 3.46 4.19 4.90 

ポット 28.9本 39.8本
;$JW{数

マット中首 3.2 35.2 

ポット 41旧日 6311lg 84 mg 128 mg 
j孔乾重

マット rl'苗 22 26 34 55 

4月26日擦種 品種ムツヒカリ

4. 本田初期生育(宮城県農業試験センター〉

が必要だが，昔から「苗半作」といわれている通り，い

かにして「健苗を作るか」につき先輩たちは長年苦労を

重ねて来た。当社のシステムで、は本稿で、御紹介したよう

に健苗の育成が容易で，初期生育が旺盛で施肥期に有効

茎が確保できる。また，出穂が早まり，穂揃いがよい等，

増収要素をもったシステムであると確信している。

北海道では，中苗移植では栽培が難しいといわれてい

る良質米品種の「キタヒカリ」がポット成苗移植で栽培

が可能になったことから，現在，約1万haの水田にポ y

ト成苗田植えが行われるようになり，今年も増加すると

予想されている。

また東北地方の岩手，秋田県でも，山間

高冷地やヤマセ地帯の安定稲作と良質米品

種の導入等にご利用を願っている。その他

の地方でも昭和58年までにテストを行って

きたが，西南暖地においても山間高冷地は

もちろん，裏作あと等の安全稲作としても

期待されているので，昭和59年から販売す

ることになっている。

なお，播種時にポットの底にチッソ旭肥

料株式会社開発の硝酸系のコーティング肥料ロングを入

れて育苗すると，育苗時の肥料や追肥が不要となり，寒

冷地本田での初期生育が一層高まると予想され，研究を

進めているので，この組合せにより，水稲根が直接ロン

グを巻込んで本田に入り，健苗を確保すると同時に「直

下施肥」による側条施肥の代行が期待され，ポット成苗

の特長は更に高まろう。

4月iO日播種 [5月15日移植株数18.51m2 

品種主ササニシキ施肥法元肥6 追肥4

余り増収になっている。

おわ1りに
みのるポヅト成首田植機のシステムの概要と各地の農

業試験場に試験をお願いした成績の 1部をご紹介した。

4年続きの冷害に見舞われたため，改めて稲作を見直す

時期が来ているのではないかと思う。

稲作の安定は健首移植と土づくり，適切な肥培管理等

5. 収量調査 (10 a:あたり〉

ι広止Vj lリr 育IiY'Jj法 IHI N( J品(OT(月日 移MH日 出秘 JUI f'le 長 総数 結玄米tf(

ポット
).j ，1 )j IJ 

8.14 66.9cl1I '434/m' 521kg 
背森山u長試 むつひかり 4.20 5.25 

マット 8.17 70.1 406 440 

ポット 4.10 8. 6 81.6 364 572 

岩手県民試 マット ハツニシキ 4.14 5.21 8.11 80.8 347 477 

十本7キポット 4.10 8. 9 78.6 339 502 

ポット 8.10 86.5 430.5 621 
秋fIl県)~tJ九 トヨニシキ 4.20 5.19 

マット 8.14 85.5 387.9 558 

ポット 8.17 87.8 507 550 
宮城県民試 ササニシキ 4.10 5.15 

マット 8.23 91.7 444 486 

3月号は休刊編集上の都合により， 59年3月号は休

刊とし， 59年2月1日付を以て， 59年2/3月合併とし

て発行致します。 59年度は3月号としての発行はあり

ませんので，ご諒承下さし、。


